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☆朝の読み聞かせタイム           ☆視覚的支援           ☆学習形態の選択               ☆学習内容の選択            

☆朝タイム（自由遊び） （登校後の支度の流れを可視化）   （個別学習・ペア学習・グループ学習）     （個別最適化な学び・ＩＣＴの活用）   
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       運動会                                    芸術鑑賞    秋のおもちゃランド     学習発表会見学              とんど    体験入学会（小学校見学） 

  

教
職
員
の 

連
携 

  

保幼小合同研修              保育参観           保育参観       校区合同研修（授業参観）  連携協議会     授業参観           保幼小合同研修   保育参観 新入学児童連携 

学ぶ楽しさ、生きる喜びをもつこどもの育成 

生「がっこうとなかよくなろう」 

◎学校内を回り、興味のあるものや教員と触れ合うことを通して、学校の様子や学校

生活を支えるいろいろな人々の存在に気付く。 

◎見つけたことを絵に描いたり、友達や教員に伝えたりする。 

国「おはなしききたいな」「こんなものみつけたよ」「としょかんへいこう」 

算「１０までのかず」 道「あかるいあいさつ」 

体 「固定遊具を使った運動遊び」 

学「はじめてのがっこう」「がっこうのきまり」「たのしいきゅうしょく」「そうじのしかた」 

生「はなややさいおおきくなったね」 ◎育ててみたい植物を選んだり、土作り、たねまきの仕方、苗植えのやり方、育て方を調べたりして準備をする。 

◎栽培活動を通して、植物の成長に関心をもって働きかけることができ、植物の成長とその変化に気付き、最後まで大切に世話をしようとする。 

◎植物のたねとりや秋植えの活動を通して、植物の成長に関心をもって働きかけることができ、親しみをもち、大切にしようとする。 

◎冬越しの植物として、球根を植え、植物の栽培意欲をさらに高める。  国「おおきくなった」   算「かずをせいりしよう」 

生「みんななかよし」 

◎自己紹介や集団ゲーム、歌などを通して、新しい友達と遊んだり、上級生や 

学校で働く人たちに世話をしてもらったりすることを通して、学校にかかわる人たちに親

しみをもつ。 

国「なんて いおうかな」「どうぞ よろしく」「よくきいて はなそう」算「なんばんめ」 

音「うたっておどって なかよくなろう」 道「はりきり１ねんせい」   特「一迎会遠足」「運動会」 

 

・ 

生「あきだいすき」 

◎身近な場所で見つけた秋について紹介し、公園に行っ

てどんな秋が見つけられそうか話し合う。 

◎秋の公園で諸感覚を使って秋を感じたり、春や夏と違

うところに気付いたり、言葉で表現したりしながら秋

と親しむ。 

◎公園で落ち葉や木の実、草花などを使ってどんな遊び

ができるのか、想像する。 

◎公園で集めてた、落ち葉や木の実などを使って、い

ろいろなものを工夫して作り、どうしたらうまく作

ることができるかを友達と教え合う。 

国「こんなことが あったよ」  図「はこでつくったよ」 

算「「１０より 大きいかず」   行「学習発表会」「社会見学」 

生「かぞくだいすきだよ」 

◎家庭生活の中の家族のかかわりを振り返る。「家族の笑顔」を

キーワードとして、そのよさや団らんに気付き、自分にもで

きることについても考える。 

国「てがみで しらせよう」 道「サバンナの子ども」 

生「たのしかったね１ねんかん」 

◎１年間を振り返り、楽しかったことやできるようになったこと

を発表し互いの成長を実感する。 

◎新１年生に学校内を案内する計画を立てたり、教室をきれいに

したりして、新１年生を迎える見通しをもつとともに、1年間

関わった人たちに感謝の気持ちをもつ。 

 国「いいこといっぱい１年生」  道「だいすきだから」 

 学「１年間のふりかえり」「２年生にむけて」  児「６年生を送る会」 

 

中央中学校区でめざす姿 

〇ふるさとを愛し、地域の中で、 

伸びやかにたくましく成長する子 

通
年 

４
月 

〇学校生活で大切な約束やルールを知り、身の回りのことを自分でやろうとする。 

 （トイレの使い方、あいさつ、返事、そうじ、授業の準備、移動教室の仕方 

など） 

〇新しく出会う先生や友達と進んで関わろうとする。 

 （あいさつ、自己紹介、遊びなど） 

〇知りたい、やってみたいことを見つけ、意欲的に取り組もうとする。 

〇経験したことなどを、自分が知っている言葉や数を使って説明しようとしてい

る。 

入 学 時 の 児 童 の 姿  

○関心をもったことに 

積極的に取り組んでい

る。 

○先生や友達に関心を 

もち、積極的にかかわ

ろうとしている。 

○体験や活動の中で、 

身振り手振りを使って

言葉や数を伝えてい

る。 

 

〇学校生活に慣れ、約束やルールを守ろうとする。 

〇先生や地域の人、友達に大きな声であいさつをする。 

〇自分のめあてを考え、それを守ろうとする。 

 

〇友達と関わるときに相手の思いを考えたり、自分の気持ちを伝えたりする。 

〇友達のがんばりを認めたり、よさを見つけたりする。 

 

〇経験したことなどをペアで伝え合ったり、文章で表現したりする。 

 

 

○これまでお世話になった人に感謝の気持ちを伝えようとする。 
〇時計を見て行動する。 
 
〇友達と気持ちを伝え合ったり、認め合ったりする。 
〇自分のよさ、友達のよさに気付き、互いに認め合いながら、 

自信をもって生活する。 
 
〇自分の考えを相手に分かるように話す。 
〇言葉で表現することやみんなで学習することの楽しさを知り、
学習に主体的に取り組む。 

 

学校教育目標 

 

【4 月】１５分×３の 
     モジュール学習 

 ・じゅんびをしよう・かいてみよう・かずはいくつ？等 

（集中力や思考の途切れない授業を柔軟に 

組み、書くことや数の感覚に遊びの中で 

触れさせる。） 

安心して自己発揮 

      できる環境 

 

（就学の実態をふまえた 

 児童理解と、一人一人の興味、

関心を取り入れた環境づくり

を行う。） 

就学前の学びの想起 

 

 

（「園ではどうだった？」と 

活動前に問い、就学前の

学びを生かした学習に 

する。） 

２０２６年度（令和８年度） 

福山市立西深津小学校  スタートカリキュラム 幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

①健康な心と体②自立心③協同性④道徳性・規範意識の芽生え⑤社会生活との

関わり⑥思考力の芽生え⑦自然との関わり・生命尊重⑧数量や図形、標識や文

字への関心・感覚⑨言葉による伝え合い⑩豊かな感性と表現 

使いたい物が 

   手に取れる環境 

 

（単元の関連図書や算数教材・

教具などが自由に使える 

環境にしておく。） 

 

柔軟な学習形態 

 

 

（学習内容に応じて、机やいす

を取り払った学習形態を 

とったり、学級合同で授業

をおこなったりする。） 

 

つぶやきを大切にした授業 

 

 

（「分からない」「やってみたい」

というつぶやきを大切にし、

それらを価値付けていく。） 

 

異学年との交流 

 

 

（異学年交流を積極的に行う。

人とのかかわり方や活動の 

仕方を学ぶ機会をもち、 

園児へのかかわり方へ 

生かす。） 

西深津小学校のめざすこども像（低学年） 
A【学びに向かう力】…「学ぶこと」のおもしろさを感じ、学んだことを身の回り 
の生活とつなげて考えたり、生活の中に取り入れたりしようとすることが 
できる。 

B【課題発見・解決力】…身の回りの事象から興味・関心・疑問をもとに課題を 
見付け、学んだことや経験をもとに課題を解決しようとすることができる。 

C【自己肯定感】…身の回りの他者や環境との関わりの中で、自分の良さを見付け 
たり、自分は大切な存在であることを感じたりすることができる。 



 


